
Impatiens necrotic spot virus(INSV)によ る シ ネ ラ リア の

新 しいウイルス病 「えそ斑紋病(新 称)」

岡山県病害虫防除所 谷 名 光 治

1999年2月,岡 山県北部の加温ガラス室内のシ

ネラリアに被害が発生した。原因究明を行ったと

ころ,国内では未報告のImpatiens necrotic spot

virus(INSV)に よる病害 であ るこ とが明 らか と

なった。INSVは1990年 にアメ リカで最初に報告

された多犯性のウイルスで,現 在,外 国では花き

の最も恐ろしい病原ウイルスとされている。国内

では1999年 に静 岡 県 の バー ベナ でELISA法 に

よって検出されたことが報告され,本 件が2例 目

である。今後国内での発生拡大が懸念されるため,

ここに紹介する。

1病 徴

岡山県で発生 したINSVに よるシネラ リアの病

徴は,株 全体にえそ斑紋を伴う激しい黄化や萎縮

症状(図1)で,開 花後の花弁には奇形やカラー

ブレーキング(図2)が 見 られるものであった。

このシネラ リア原株から得たウイルスを汁液接種

した植物の反応を表1に 示 した。

2病 原

・病原の同定

シネラリア原株 をペチ ュニアに汁液接種するこ

とで得た単一病斑分離株のシネラリアへの戻し接

種で病徴が再現され,そ のシネラリア葉片を電子

顕微鏡で観察 した結果,直 径85～120nmの 膜に包

まれ た球状粒 子が 観察 され た(図3)。 また,

INSVを 検出するためのELISA用 キッ トを用いて

血清試験を行 った結果,抗INSV血 清とよく反応

し,さ らに九州農業試験場病害遺伝子制御研究室

でのRT-PCR法 による検出結果 からも,病 原 は

INSVと 同定 された。INSVに よ るシネラ リアの

病害は我が国で初発生なので 「えそ斑紋病」 とし

て提唱した。

INSVは トマ ト黄化えそ病の病原 ウイルスであ

るTomato spotted wilt virus(TSWV)と 同じTospo-

virus属 に属 し,花 な どの鑑賞植物や ミン トなど

に発生が多 く,通 常,草 本植物に感染する(後 述

の 「6 INSVの 寄主植物」を参照)。

3岡 山県での発生状況

発生が確認された県北 部の現地圃場で,INSV

の感染発病が報告された作 目を中心に発病調査を

行 い,ELISA法 によ る検 定を試 みた結果,新 た

にインパチエンス(ア フリカホウセンカ)と ベゴ

ニアでINSVが 検出された。なお,イ ンパチエン

スについては九州農試病害遺伝子制御研究室 によ

るRT-PCR法 でもINSVが 検 出された。現地で発

病を確認 したインパチエンスは葉にえそ斑紋を生

じており,シ ネ ラリアからのINSV単 一病斑分離

株を汁液接種 したインパチエンスでの病徴には,

葉のえそ斑紋の他に茎 に黒色えそ斑も生 じた。

ELISA法 でINSVが 検 出され た現地採集のベゴニ

アの症状はえそを伴わない葉肉表面の凹凸による

輪紋であ った。INSV単 離株 のベゴニアへの汁液

接種は成功しなかった。現在 、インパチエンス及

びベゴニアで発生 していた病害について病原の確

図1 えそ斑紋を伴った株 図2 花弁の奇形やカラーブレーキング
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図 3電 子顕微鏡で観察した球状粒子

定のための試験を行 っている。

一方 、現地圃場では、感染の疑わ しい植物体の

処分や本 ウイルスの媒介虫 とされているミカンキ

イ ロアザミウマの徹底防除により,本 病の新たな

発生は確認されていない。 また,農 業改良普及セ

ンターの協力で行った岡山県下でのINSVに よる

病害の発生状況調査では,今 回確認された地点以

外への拡が りはみられていない。

4診 断

INSVは,外 国ではこれ まで多くの作物,特 に

花きや野菜での発生が報告されていることから,

今後,INSVに よる病害の発生拡大が懸念され る。

罹病植物の主な症状は,え そ(え そ輪紋 ，えそ斑

点,え そ条斑),黄 化 、モザイク(退 緑輪紋,退

緑斑点)でTSWVと 区別が困難である。INSVは

冬期 、TSWVは 夏期 に病徴 が鮮明 にな るとされ

るが 、外国では混合感染の事例も報告されており、

病徴 はとぎれない。本県において,INSVに 感染

した原植物およびINSVの 汁液接種 によ り感染 し

た植物の継続観察で,冬 期 には病徴が容易に観察

できたが,高 温(27℃ 以上 との報告あ り)で 病徴

がマスクされた。また,本 ウイルスは非常に不安

定で,特 に高温時には汁液接種 し

にくく,さ らに病徴のあるところ

からでないとウイルスは検出 しに

くい。本 ウイルスの診断に当たっ

ては時期 、部位について留意する

必要がある。

5伝 搬 と防除

本 ウイルスはミカンキイ ロアザ

ミウマが媒介 し,種 子伝染,土 壌

伝染はしないとされてお り,本 ウ

イルスの媒介虫であるミカンキイ

ロアザミウマの防除を行う。

6寄 主植物

文献で報告のあるINSVの 主な寄生植物(花 き

類が多く,野 菜類(下 線)は 比較的少ない)

●キク科:レ タス,ガ ーベラ,シ ネラ リア,デ ー

ジー,キ ク,ダ リア,マ リーゴール ド,ソ リダゴ,

ムギワラギク●ナス科:ジ ャガイモ,ト マ ト,ト

ウガラシ,ク コ,タ バコ,ペ チュニア,ダ チュラ,

シザンサス●シソ科:ス イー トバジル,西 洋ハッ

カ,サ ルビア,コ リウス,モ ナルダ,カ ク トラノ

オ,モ ルセラ●ゴマノハグサ科:ジ キタ リス,キ

ンギ ョソウ,カ ルセオラ リア●ユ リ科:タ マネギ,

ユ リ,オ モ ト,ド ラセナ,ギ ボウシ●イワタバコ

科:グ ロキシニア,セ ン トポー リア●ユキノシタ

科:ア ジサイ,ユ キ ノシタ●ツ リフネソウ科:

ニ ューギニアインパチエンス,イ ンパチエンス(ア

フリカホウセンカ)● フウロウソウ科:ゼ ラニウ

ム,ツ タバテンジクアオイ●キンポウゲ科:ア ネ

モネ,デ ルフィニウム,ラ ナンキ ュラス●アブラ

ナ科:マ ガ リバナ●サ トイモ科:シ ンゴニューム

●ベンケイソウ科:カ ランコエ,セ ダム●クマツ

ヅラ科:バ ーベナ,ラ ンタナ● リン ドウ科:ト ル

コギキョウ,エ キザカム●アヤメ科:ア イ リス,グ

ラジオラス●サクラソウ科:プ リムラ,シクラメン

●ツツジ科:ア ザレア●マメ科:エ ン ドウ●バラ

科:カ ナメモチ,シ ャリンバイ●ヒユ科:ケ イ ト

ウ,セ ンニチコウ●キキ ョウ科:カ ンパニュラ●

アカネ科:ク チナシ● コショウ科:ペ ペ ロミア●

ヒガンバナ科:ユ ーチャリス●ケシ科:ケ シ●ア

ルス トロメリア科:ア ルス トロメ リア●シュウカ

イ ドウ科:ベ ゴニア●スベ リヒユ科:マ ツバボタ

ン●モチノキ科:モ チノキ●キ ョウチク トウ科:

ニチニチソウ●キツネ ノマゴ科:ア フェラン ドラ

●ツユクサ科:ム ラサキツユクサ●ラン科の一種

表1シ ネラリア原株からの単病斑分離株の汁液接種による供試植物の反応

供試植物 病徴a)

タバコ(バ ーレー21)

N.clevelandiiN.benthamiana

Datura stamonium
ナス(千両) ペチュニア(グリッターセレクト)

トマ ト(ポ ンデローザ)　　　　　　
Chenopodium quinoa
ツルナ
インゲンマメ(本 金時)
ササゲ(黒 種三尺)
シネラリア
インパチエンス
ベゴニア

-/-

RSn,NS/N,Y,Stu
-/N ,Y,Stu
-/-
-/-

NS/-
RSn/-
NS/-
-/-
-/-
-/-

RSn,NS/N,Y
-/RSn ,NS,Str
-/-

a)接 種葉/上 位 某

NS,え そ斑 点;RSn,え そ輪 紋;N,え そ;Y,黄 化;Str,茎 え そ;Stu,萎 縮;-,無 病 徴
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